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がん地域連携クリティ
カルパスの件数増加

H31.3

運用を開始しているが件数が
伸び悩んでいる。

・早期胃がんにターゲットを絞り「がん地域連携クリティカルパ
ス」の運用件数の増加に取り組む。
・広報誌（地域連携だより）で特集を組み、地域の医療機関へ
PRを行い、理解の進展と連携医の増加を図る。

緩和ケア研修の受講
の推進

H31.3

病院全体として受講率が低い ・研修の受講者・未受講者を把握し、未受講者に対し受講を促
す。
・緩和ケア研修会を当院で開催する。
・平成29年度実績（院外受講2名、院内受講14名）を上回る受
講者数を目指す。

・がん登録対象データの抽出方法を確立する。
・登録データの標準化を行う。
・院内におけるがん登録情報の運用体制を整備する。

院内がん登録実務の
精度向上

H31.3

院内がん登録を行う運用体制
等が確立されていない

がん相談支援セン
ターの充実

運用を開始したばかりで、相談
件数の増加、相談体制の充実
を図る必要がある

・がん相談支援センターの活動について、院内掲示、広報誌、
HP等でPRし、利用者の増加を図る。
・国立がん研究センターによる研修（３）について、H30年度に２
名の受講を行う。

H31.3

セカンドオピニオン外
来の設置

セカンドオピニオン外来がない
（現在開設に向け検討中）

・５月開催のがん診療運営委員会においてセカンドオピニオン
実施について協議する。
・セカンドオピニオン実施にあたってはHP、広報誌等で患者及
び地域の医療機関にPRを行い周知する。

H30.9


